
第１２回 航空輸出入通関・航空物流等（合同）ＷＧ 議事要旨 

 

 

１．日 時 ：平成２６年１２月１１日（木）１０：００～１２：００ 

 

２．場 所 ：川崎市産業振興会館 １階 ホール 

 

３．議事の概要 

（１）議題 

① 第 11 回ＷＧの意見等報告 

○ 事務局（センター）から、資料１に基づき説明の後、意見交換を行った。 

② 特例申告納期限延長に係る据置担保、個別担保の併用可能化 

○ 事務局（センター）から、資料２に基づき説明の後、意見交換を行った。 

③ 通関書類の添付対象手続きの見直し 

○ 事務局（センター）から、資料 3 に基づき説明の後、意見交換を行った。 

④ ドキュメント通関（輸出入）のシステム化 

○ 事務局（センター）から、資料４に基づき説明の後、意見交換を行った。 

⑤ 蔵入・移入貨物の後続業務の可能化 

○ 事務局（センター）から、資料５に基づき説明の後、意見交換を行った。 

⑥ 廃止オンライン業務・廃止管理資料及び月報管理資料配信日の変更等 

○ 事務局（センター）から、資料６に基づき説明の後、意見交換を行った。 

⑦ １便あたりの旅客数の拡大 

○ 事務局（センター）から、資料７に基づき説明の後、意見交換を行った。 

⑧ スプリット便数の拡大（輸出・輸入） 

○ 事務局（センター）から、資料８に基づき説明の後、意見交換を行った。 

⑨ ジョイント入力の廃止 

○ 事務局（センター）から、資料９に基づき説明の後、意見交換を行った。 

⑩ スプリット扱いとなる輸入混載貨物の搬入確認業務の見直し 

○ 事務局（センター）から、資料１０に基づき説明の後、意見交換を行った。 

⑪ 個数違いによる Discrepancy Notice の出力条件 

○ 事務局（センター）から、資料１１に基づき説明の後、意見交換を行った。 

⑫ クレームノーティスのシステム化＜２＞ 

○ 事務局（センター）から、資料１２に基づき説明の後、意見交換を行った。 

⑬ 第６次ＮＡＣＣＳにおける接続処理方式等 

○ 事務局（センター）から、資料１３に基づき説明の後、意見交換を行った。 

⑭ パッケージソフト（メール処理方式）の原則提供終了 

○ 事務局（センター）から、資料１４に基づき説明の後、意見交換を行った。 



⑮ 第６次ＮＡＣＣＳにおけるバックアップ機能 

○ 事務局（センター）から、資料１５に基づき説明の後、意見交換を行った。 

⑯ 添付ファイル最大サイズ及び最大電文長の見直し 

○ 事務局（センター）から、資料１６に基づき説明の後、意見交換を行った。 

⑰ ＮＡＣＣＳパッケージソフトの改善 

○ 事務局（センター）から、資料１７に基づき説明の後、意見交換を行った。 

 

（２）意見交換の概要 

◆ドキュメント通関（輸出入）のシステム化 

○ 本件の仕様変更では法令改正等が必要となるのか、または現行の運用変更で

実施できるのか、参考までにご教示いただきたい。（委員） 

⇒ 現時点においては、特に法令改正等は必要ないと考えている。（関税局） 

 

◆１便あたりの旅客数の拡大 

○ 現状を踏まえて旅客数の拡大は、将来的に必要となるか。エアライン様より

ご意見いただきたい。（事務局） 

⇒ 現状では旅客数が７００人以上となるケースはない。（委員） 

⇒ 現状を考えると旅客数が９９９人になることはないと考える。（委員） 

 

◆第６次ＮＡＣＣＳにおけるバックアップ機能 

○ 本件の対応で切替え時間はゼロにならない認識であるが、バックアップセン

ターに接続されることを、利用者が意識しない切替えが本来のあるべき姿ではな

いかと考える。また、切替え判断に時間がかかれば、本件が実現したとしても切

替え時間の短縮にならないと思われるが、どのような対策を行う予定なのかご教

示いただきたい。（委員）。 

⇒ 常にメインセンターとバックアップセンターの同期を取り、リアルタイム

に切替えを行えることが最善と考えるが、実現にはコストがかかりすぎるため、

踏み込めていない状況である。切替え判断等の一連の切替え作業は、ネットワ

ークベンダが決定次第、再度検討は行うが、少なくとも現行より早く切替えを

行えるようにし、なおかつ利用者様には意識させない切替えを実現したいと考

えている。（事務局） 

 

○ ネットワークベンダは調達準備中となっているが、仕様決定の時期はいつご

ろになるのかご教示いただきたい。（委員） 

⇒ ネットワークベンダについては、本年度中に決定する予定であり、本件の

仕様つきましては、来年夏前までにお知らせする予定である。（事務局） 

 


